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氏 名 四 條 利 久 磨 
（論文審査の結果の要旨） 
本論文は、橋梁上部構造に作用する津波波力に関する設計基準や安全性照査方法が
確立されていない現状に対して、津波作用時の波力評価式および耐津波安全性に関す
る照査方法を提案した成果についてまとめたものであり、得られた主な成果は次のと
おりである。 
１．高速道路橋で一般的に用いられている橋梁形式を対象に、水面が徐々に上昇す
る長周期の孤立波から段波まで水面勾配を段階的に変化させた水理実験を実施し、津
波の入射波波面形状が作用する津波波力に及ぼす影響を検討した。その結果、最大津
波高、流速が同じでも津波入射波形状が異なれば、作用する波力が大きく異なること
を明らかにした。さらに、最大水平波力、最大鉛直波力、最大回転モーメントは、津
波入射波の波面勾配と相関があることを見出し、最大津波高さ、流速、入射波波面勾
配を関数とした津波水平波力、鉛直波力、回転モーメントの評価式を考案した。 
２．ＶＯＦ法を用いた数値流体解析により、鉛直壁、矩形構造物群、橋梁上部構造
を対象とした既往の水理実験の再現計算および東北地方太平洋沖地震津波で被災し
た火力発電所を対象とした津波再現解析を行い、数値解析による津波波力評価の適用
性を検証した。その結果、数値流体解析により、上記構造物に作用する津波波力を概
ね評価できることを示した。また、実際の発電所に襲来した津波の遡上挙動を再現で
きることを確認した。 
３．東名高速道路の一部をなす静岡県沿岸部の橋梁を対象に、震源から沿岸までの
広領域津波伝播解析と橋梁周辺領域の狭領域３次元数値流体解析を組み合わせるこ
とによる、橋梁上部構造の耐津波安全性の照査方法を示した。β値（桁抵抗力 /最大
水平波力）にて橋梁の安全性を評価する場合、多径間連続橋では、橋梁全体系ではな
く、橋軸方向の波力分布を考慮した上で、支承毎に安全性の照査を行う必要性を示し
た。 
本論文は、橋梁上部構造に作用する津波波力の新たな評価式を提案し、実サイトの
橋梁に対する耐津波安全性照査方法を提示しており、学術上、実際上寄与するところ
が少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。
また、平成２７年１月１９日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、
申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
 
 
 
